
 出前図書情報館＆講演会 inおおよど 

  近代の吉野 講演 1 「吉野の近代遺産 ～ わたしたちが受け継いだもの」 

        講演 2 「古写真でたどる吉野の原風景」 

        クロストーク 「吉野の近代化を語り合う」 

    令和元年(2019)12月 8日 

出前図書情報館&講演会 in おおよど「近

代の吉野」 令和元年 12月 8日（日） 

今年度、図書情報館は、県内の市町村と連

携し、それぞれの地域ごとにテーマを設定

し、講演会を行います。 

 

今回大淀町では、「近代の吉野」をテーマ

に開催します。講演は、大淀町教育委員会

学芸員の松田度氏、古写真コレクターの成

瀬匡章を講師にお迎えし、吉野地域の近代

化についてお話しいただきます。その後の

パネルディスカッションは、当館の千田稔

館長も加わり、明治から昭和初期の吉野の

風景を「近代化」という視点から語り合い

ます。 

講演 2「古写真でたどる吉野の原風景」で

用いられた今昔写真（絵葉書）の一部を下

記に示します。 

大峰山鐘掛行場付近の美雪 

大正 7年～昭和 8年頃 

吉野山仁王門・蔵王堂の遠望 

昭和 8年以降 耕地化された山 

千年杉と十倉庄三郎 

大正初期 

 

 

 

 

川上村大瀧前割滝筏乗り下 

明治 40年～大正 7年頃 

吉野駅  大正 10年 

吉野山ロープウエイ 

昭和 4年頃 


